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和歌山県串本町から得られた本州初記録を含むオオクチヌメリ属魚類 2種の記録

大西　遼 1

Two callionymid species, Eleutherochir mirabilis (Snyder, 
1911) (7.6 mm SL) and Eleutherochir mccaddeni Fowler, 1941 
(31.9 mm SL), are newly recorded from Wakayama Prefecture, 
Japan. Eleutherochir mirabilis has been sporadically recorded 
from the Sea of Japan and Pacific coasts of Japan, but had not 
previously been recorded from Wakayama. Eleutherochir mc-
caddeni has previously been recorded only from Kochi and Oki-
nawa prefectures in Japan; the present specimen represents the 
first record from Honshu of the species.
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 Abstract

ネズッポ科オオクチヌメリ属（Callionymidae: Eleuthero-

chir）は，日本からバケヌメリ Eleutherochir mirabilis (Snyder, 

1911)，クシヒゲヌメリ Eleutherochir mccaddeni Fowler, 

1941，およびオオクチヌメリ Eleutherochir opercularis (Va-

lenciennes, 1837)の 3種が記録されている（中坊・土居内，

2013）．本属魚類は，尾鰭中央部の軟条先端が分岐すること，

口が横に大きく幅広いこと，および下唇上縁に多くの小さ

な肉質突起があることなどにより特徴付けられる（Nakabo, 

1982；中坊・土居内，2013；緒方・村瀬，2019；津野ほ

か，2023）．このうちバケヌメリは，背鰭が 1基であるこ

と，臀鰭軟条数が 12–14であることで同属他種と識別さ

れ，クシヒゲヌメリとオオクチヌメリは下顎が上顎より

突出すること（オオクチヌメリは上顎が突出する），両眼

間隔が眼径より狭いこと（眼径より広い），臀鰭軟条数が

10–11（9）であることなどにより容易に識別される（Nakabo, 

1983；吉郷ほか，2006；中坊・土居内，2013；緒方・村瀬，

2019）．また，バケヌメリは国内において，北海道から新

潟県と宮崎県にかけての日本海および太平洋沿岸から散発

的に記録されており，クシヒゲヌメリは高知県と沖縄県か

らのみ記録されている（中坊・土居内，2013；大河ほか，

2014；緒方・村瀬，2019；津野ほか，2023）．

2024年 6月 10日に和歌山県串本町の紀伊大島で 1個体

のバケヌメリの稚魚，また同年 8月 21日に同町の上浦海

岸で 1個体のクシヒゲヌメリが採集された．今回採集され

た標本は和歌山県からの 2種の初記録となり，クシヒゲヌ

メリは本州初記録であるため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Nakabo (1982)にしたがった．ただし，

バケヌメリは肛門小突起が未発達であったため，本研究で

は計測を行っていない．本報告での学名と日本産オオクチ

ヌメリ属魚類の分類形質は中坊・土居内（2013）に従った．

計測は実体顕微鏡の接眼ミクロメーターとデジタルノギ

スを用いて 0.01 mmの単位で行い，小数第 2位は四捨五

入した．標準体長（standard length）は体長または SLと表

記した．採集された標本は 10％ホルマリン溶液で固定し，

70％エタノール溶液に置換して保存した．生時の体色の記

載は固定前に撮影されたカラー写真（Figs. 1, 2）に基づい

て記載した．本報告に用いた標本は和歌山県立自然博物館

（WMNH）に保管されている．

Eleutherochir mirabilis (Snyder, 1911)

バケヌメリ
（Fig. 1）

標本　WMNH-PIS14274，体長 7.6 mm，和歌山県東牟

婁郡串本町大島・大島港（紀伊大島），水深 0.1 m，タモ網，

2024年 6月 10日（2024年 6月 13日まで飼育），大西　遼．

記載　背鰭条数 13；臀鰭条数 13；胸鰭条数 i + 17；腹

鰭条数 I, 5；尾鰭条数 i + 7 + ii．体各部の体長に対する割

合（%）：腹鰭起部の体高 12.5；頭長 27.6；吻長 5.9；眼径
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8.6；両眼間隔幅 4.6；上顎長 9.2；尾柄高 7.2；尾柄長 7.9；

背鰭前長 49.3；背鰭基底長 39.5；臀鰭基底長 40.1；胸鰭長

23.7；腹鰭長 23.0；尾鰭長 27.0；背鰭第 1軟条長 13.2；背

鰭最終軟条長 7.2；臀鰭第 1軟条長 5.9；臀鰭最終軟条長 9.2；

前鰓蓋骨棘長 7.9．

体は伸長し，後方に向かいやや側扁する．頭部はわず

かに縦扁する．吻端は丸い．鼻孔は小さな管状で，吻中央

部の上方に開孔する．眼は大きく，わずかに上方を向く．

口は端位で，横に大きく幅広い．下顎先端は上顎先端より

もわずかに突出する．上顎後端は眼の前縁を越えない．両

顎に微小な歯がある．前鰓蓋骨棘には前向棘が無く，基部

内側の背縁に 3棘がある．鰓蓋膜は後方に伸長し，胸鰭基

底を越える．鰓孔は狭く，背面に開く．肛門は体の中央よ

りやや後方に開孔する．背鰭は 1基で，棘条はなく，軟条

のみで構成される．背鰭起部は肛門開口部の直上に位置す

る．背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりも前方に位置する．

背鰭は最終軟条を除き，すべて分岐しない．臀鰭最終軟条

は基部から分岐し，他の軟条は先端から分岐する．胸鰭は

長く，その後端は背鰭第 4条直下に位置する．腹鰭起部は

前鰓蓋骨棘中央付近の直下に位置する．尾鰭はやや長く，

後縁は丸みを帯びる．尾鰭の中央部の軟条は先端が分岐す

る．側線は 1本で，頭部背面と尾柄部背面で両体側の側線

が結合する．

色彩　生時の色彩（Fig. 1B）―体の地色はやや黄緑色

みを帯びた乳白色．頭部から尾柄部にかけて褐色素胞と黒

色素胞が密に分布し，頭部腹面と尾柄部では薄い．尾柄部

と尾鰭基底は薄い黄緑色．各鰭は透明で，鰭条にそって薄

く黄緑色がかる．虹彩は黄色から薄い黄緑色で，わずかに

茶褐色がかる．

固定後の色彩（Fig. 1A）―体の地色は乳白色．頭部側

面から尾柄部にかけて茶褐色素胞が密に分布し，頭部背面

には樹枝状の茶褐色素胞が散在する．各鰭は透明で，背鰭

と臀鰭は鰭条にそって茶褐色がかる．

分布　本種は国外ではロシアのポシェット湾，中国の
河北省（渤海），韓国の全羅北道（黄海）から，国内では

北海道，青森県，新潟県，茨城県，神奈川県，三重県，高

知県，および宮崎県から記録されている（小林・阿部，

1962; Arai, 1971；石川，1978; Nakabo, 1983; Fricke, 1983；

工藤・山田，2005；中坊・土居内，2013；小嶋，2014；大

河ほか，2014；緒方・村瀬，2019；尼岡ほか，2020；津野

Fig. 1. Eleutherochir mirabilis (WMNH-PIS14274, 7.6 mm SL) from Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan. Preserved specimen 
(A) and live conditions (B, C).
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ほか，2023；木村，2025）．本研究により新たに和歌山県

串本町から記録された．

備考　本標本は，口が横に大きく幅広いこと，背鰭が 1

基であること，背鰭と臀鰭の軟条数が 13と多いこと，尾

鰭中央部の軟条先端が分岐すること，および体側の褐色素

胞が一様に分布することが中坊・土居内（2013），小嶋（2014）

や緒方・村瀬（2019）の示したバケヌメリ E. mirabilisの

特徴に一致したため，本種に同定された．ただし，本標本

は体長 7.6 mmと小型で，採集時（夜間）は表層付近を浮

遊していたことから浮遊期の稚魚と考えられ，オオクチヌ

メリ属の特徴である下唇上縁の肉質突起が未発達の状態で

あった．本種の稚魚は，小林・阿部（1962）や小嶋（2014）

により計 7個体（体長 4.7–9.2 mm）が報告されているが，

肉質突起の有無は言及されていない．本標本の観察結果か

ら，この特徴は着底後に発現すると考えられる．また，本

種の稚魚の体色は，小林・阿部（1962）や小嶋（2014）で

は体に褐色素胞は一様に分布すると報告されており，本研

究の観察標本でも同様であった（Fig. 1B）．一方，水槽内

で LED照明を 10–20分間ほど照射すると，頭部と体の色

素胞が収縮し，まばらに散在する比較的大きな黒点に変化

する様子が観察された（Fig. 1C）．このような体色の変化は，

LED照明を照射したときにのみ観察された．

本種は主に外洋性沿岸の波打ち際から水深 10 m前後の

砂底に生息することが知られているが（石川，1978；中

坊・土居内，2013；緒方・村瀬，2019），体長 6–10 mm前

後の稚魚は表層性が強いと報告されており（小嶋，2014），

本標本（体長 7.6 mm）も漁港内で浮遊しているところを

採集された．また，本種は体長 80 mmにまで成長するこ

とが知られており（尼岡ほか，2020），本県と同じく南日

本太平洋沿岸の神奈川県，高知県，および宮崎県では体長

30–50 mm程の個体が採集されていることから（工藤・山田，

2005；緒方・村瀬，2019；津野ほか，2023），今後本県沿

岸でも着底後の同サイズの標本が得られる可能性が高い．

Eleutherochir mccaddeni Fowler, 1941

クシヒゲヌメリ
（Fig. 2）

標本　WMNH-PIS14275，体長 31.9 mm，和歌山県東牟

婁郡串本町串本・上浦海岸，水深 0.8 m，タモ網，2024年

8月 21日，大西　遼．

記載　背鰭条数 IV-9；臀鰭条数 10；胸鰭条数 i + 19；

腹鰭条数 I, 5；尾鰭条数 ii + 7 + ii．体各部の体長に対する

割合（%）：臀鰭起部の体高 12.6；頭長 22.3；吻長 6.3；眼

径 7.0；両眼間隔幅 3.1；上顎長 7.5；尾柄高 6.9；尾柄長

11.9；背鰭前長 32.9；第 1背鰭基底長 9.7，第 2背鰭基底

長 33.6；臀鰭基底長 42.1；胸鰭長 22.3；腹鰭長 17.6；尾鰭

長 27.6；第 1背鰭第 1棘長 9.1；第 1背鰭第 2棘長 9.7；第

1背鰭第 3棘長 8.8；第 1背鰭第 4棘長 7.5；第 2背鰭第 1

軟条長 10.7；第 2背鰭最終軟条長 9.7；臀鰭第 1軟条長 9.4；

臀鰭最終軟条長 12.2；前鰓蓋骨棘長 5.6；肛門小突起長 1.1．

体は伸長し，後方に向かい側扁する．頭部は縦扁する．

吻端は丸い．鼻孔は小さな管状で，吻中央部よりやや後方

の上方に開孔する．眼は前後方向に長い楕円形で，吻長よ

りも大きい．口は端位で，横に大きく幅広い．下顎先端は

上顎先端よりもわずかに突出する．上顎後端は眼の前縁を

越えない．下唇に 9対の 1列に並ぶ櫛状の肉質突起があり

（Fig. 2D），下顎前方から後方に向かうに次第小さくなる．

両顎に小さな歯があり 2列の歯列を形成するが，下顎は後

方で 1列になる．前鰓蓋骨棘には前向棘が無く，基部内側

の背縁に 3棘がある．鰓蓋膜は大きく後方に伸長し，胸鰭

基底を越える．鰓孔は狭く，背面に開く．肛門に小突起が

ある．背鰭が 2基ある．第 1背鰭は小さく，第 2棘が最長．

第 2背鰭起部は臀鰭起部の直上に位置する．第 2背鰭基底

後端は臀鰭基底後端よりも前方に位置する．第 2背鰭は最

終軟条を除き，すべて分岐しない．臀鰭最終軟条は基部か

ら分岐し，他の軟条は先端から分岐する．胸鰭は長く，そ

の後端は第 2背鰭第 2軟条直下に位置する．腹鰭起部は前

鰓蓋骨棘中央付近よりもやや後方に位置する．尾鰭はやや

長く，後縁は丸みを帯びる．尾鰭の中央部の軟条は先端が

分岐する．側線は 1本で，頭部背面と尾柄部背面で両体側

の側線が結合する．

色彩　生時および生鮮時の色彩（Fig. 2）―体の背面の

地色はやや光沢のある淡い褐色で，黄褐色と青色がかった

灰色の虫食い模様と小斑紋が散在する．腹面の地色は光沢

のある乳白色．第 1背鰭は茶褐色で，第 2棘から第 3棘の

鰭膜は広く黄色がかる．第 2背鰭は鰭条が白灰色で鰭膜が

透明，各鰭条に 1–2個の小さな茶褐色斑がある．臀鰭は鰭

条が白灰色で，鰭膜が透明．胸鰭は透明で，基部と鰭条が

やや光沢のある薄い黄色．腹鰭は鰭条が白灰色で，やや光

沢のある薄い黄色と灰色みがかる．尾鰭は鰭条が白灰色で，

4本の黄褐色斜帯があり，中央後方に白色で縁取られた黒

色斑がある．

分布　本種は国外ではフィリピンのレイテ島（タイプ
産地）から，国内では高知県と沖縄県（沖縄島，西表島）

から記録されている（Fowler, 1941；吉郷ほか，2006；中

坊・土居内，2013；大河ほか，2014）．本研究により新た

に和歌山県串本町から記録された．なお，E. mccaddeniは，

Fricke (1983)以降，長らく E. opercularisの新参異名とみな

されていたため，日本国外での分布状況は情報が不足して

いる．

備考　本標本は，口が横に大きく幅広いこと，下唇に
肉質突起があること，下顎が上顎よりも突出すること，両

眼間隔が眼径よりも狭いこと，背鰭が 2基で軟条数が 9で
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あること，および臀鰭軟条数が 10であることが吉郷ほか

（2006）や中坊・土居内（2013）の示したクシヒゲヌメリ E. 

mccaddeniの特徴に一致したため，本種に同定された．た

だし，本標本の計測値は，吉郷ほか（2006）が報告した計

測値と比較して，吻長［本標本では体長の 6.3%，吉郷ほ

か（2006）では 6.4–7.9%］，第 1背鰭第 4棘長（7.5%, 7.9–

8.7%），および第 2背鰭最終軟条長（9.7%, 11.6–12.2%）が

わずかに異なるが，種内変異の範囲内であると判断した．

本種は陸水の影響を受ける砂浜海岸の水深 1 m前後

の波打ち際に生息することが知られており（吉郷ほか，

2006；中坊・土居内，2013），本標本が採集された上浦海

岸もわずかに陸水の影響を受ける砂浜海岸であった（Fig. 

3）．なお，本種は生息地環境の悪化や分布がきわめて局所

的である等から，環境省版海洋生物レッドリストと沖縄県

レッドデータブックで絶滅危惧 ⅠA類に選定されている（立

原，2017；環境省，2017；木村ほか，2018）．定着の有無

を含めて和歌山県沿岸での本種の生息状況は情報が不足し

ているため，継続的な調査が必要である．

Fig. 2. Eleutherochir mccaddeni (WMNH-PIS14275, 31.9 mm SL) from Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan. Fresh specimen (A: 
lateral view, B: dorsal view) and live conditions (C, D).

Fig. 3. Habitat of Eleutherochir mccaddeni, Kamiura Beach at 
Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan.
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